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まえがき

本報告書は､社団法人海外農業開発コンサルクツ協会がプロジェクト･ファインデイン

グ基礎調査事業の一環としてベトナム社会主義共和国に派遣した調査団が行った調査結

果に基づいて作成されたものである｡

調査団はのメンバーは､日本工営株式会社コンサルタント国際事業本都農業開発部 石

塚奏であった｡

本プロジェクト･ファインデイング基礎調査は､ 1999年11月から12月にかけてベトナ

ム国中部地域で発生した洪水による農埠被害に係る基本情報の収集を目的として､2000年

3月8日より3月21日までの14日間に亘って実施された｡この間､粛査団は調査資料収

集及び相手国政府関係機関との協議を実施すると共に､現場踏査を実施した｡現場踏査の

対象となった省は､クアンチ省､タ-チェンフエ省､ダナン省及びクアンナム省であった｡

調査団は調査実施にあたりベトナム国農業農村開発省から便宜を得ると共に､在ベトナ

ム日本大使館､国際協力事業団ベトナム事務所､国際開発銀行ハノイ事務所に貴重な御助

言と多大なる御協力を頂いた｡ここに深甚なる謝意を表する次第である｡

平成12年3月

プロジェクト･ファインデイング調査団

石塚 兵
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プロジェクト･ファインデイング調査(基礎調査)

ベトナム中部地域農地洪水災害対策

調査の背景

ベトナム中部地域では､ 1999年11月1日から6日にかけて､過去100年での最高値

といわれる600皿-900皿の集中豪雨が発生した｡このため､全ての河川で最大警戒

水位を遥かに超える洪水が発生し､冠水深は殆どの地区で2-血に達し､多数の死者､

行方不明者を出すと共に,道路､通信設備等の社会基盤､潅漉施設等の農業基盤にも

甚大なる被害を及ぼした｡

本プロファイは､農地被害復興の担当官庁になるであろう農業･地方開発省並びに被

害が集中した4省(クアンチ省､クーチェンフエ省､ダナン省及びクアンナム省)の

省政府を訪問し､これら政府の農地洪水災害対策に係る計画案等に係る情報を収集す

ると共に､現地被害状況の確認および関係資料･情報の収集を行い緊急案件に係る対

策について調査を行ったものである｡

調査行程

調査団は､2000年3月8日から3月21日までの14日間に亘ってベトナムに出張し､

現地調査を実施した｡ハノイでは､在ベトナム日本大使館､ JICA事務所およびJBIC

ハノイ事務所を表敬すると共に関連情報を入手することができた｡また､ベトナム国

農業･地方開発省およびその関係機関からは､洪水被害状況に係る各種データを収集

することができた｡さらに､上記4省における現地調査では､各省の人民委員会､農

業･地方開発事務所等から関連情報を収集すると共に､これら機関の協力を得て洪水

被災地の現地踏査も実施することができた｡本調査の日程については添付資料-1に示

すとおりである｡

3. 洪水状況

3.1 クアンチ省

4,650kn2の面積を有するクアンチ省では､省の80%が山地/丘陵地域で占有され､残

り20%のデルタ地域内の11%を農地として利用し､総人口55万人の内72%が農業に

従事している｡農地は標高が-0.5皿-3皿で､その海側に位置する標高3皿-31皿の砂堆

地域よりも低いという排水上不利な地形特性を有している｡

同省は､ベンハイ川(Be血ai River)､タッカン川(Thac地肌River)､マイチャン川
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(HychaJm River)の3水系に分割できるが､いずれも河床勾配が1:100-1:10,000

と変化し､山地部での急勾配のためにデルタ地域へは洪水到達時間が短くピーク涜量

の大きな洪水が涜出する｡一方､デルタ地域では､その緩勾配および南シナ海の潮流

に起因すると想定される幅の狭い河口部のために山地部から涜出する洪水に対して

通水能力が小さい｡このことがデルタ地域における常習的な洪水氾濫の主たる原因と

なっている｡

山地部での年間雨量は2,400n-2,70伽皿の範囲にあり､毎年平均4-5回の洪水氾

濫をデルタ地域に引き起こしている｡氾濫の水深は1-5m､期間は7-10日間との

説明であった｡

同省では5地点において水位標による水位観測が実施されている｡今回訪問したクア

ンチ水文観測所では毎正時水位観測を行なっているが､流量観測は実施していないと

のことであり､観測された水位から河川流量への変換の方法は確認できなかった｡ま

た､同観測所では簡易雨量計を用いて6時間雨量を計測しているが､洪水時にはD｣岨D

(Department of Agricultureand Rural l)evelopment)の指示に従って3時間雨量･

2時間雨量などの短時間雨量の観測も行ない､無線でDARDに報告している｡

公表されている資料によれば､ 1999年11月-12月の洪水により冠水したクアンチ省

の水田面積は約5,000baであり､全水田面積の約24%と見積もられる(義-1参照)｡

しかし､後述するとおり､ 11月-12月の洪水発生時期は水稲の作付は殆ど行われて

いないため､生産量に対する影響は少なかったものと想定される｡一方､急激な水位

上昇に伴う家畜への被害は大きく､ 6,000頭以上の大家畜の死亡が報告されている(義

一1参照)｡

3.2 クーチェンフエ省

洪水氾濫常習地域は､フォーン川(PuongRiver)下洗およびクラウ川(QlauRiver ;

900kA2)下流のデルタ地域である｡デルタ地域はその大半が農業に利用されている｡

昨年の洪水では､最大水深血を記録した湛水が発生して､ 373人の死者を出した｡洪

水氾濫の原因は､デルタ地域の標高が-1皿--1.5皿と低いこと､および河口部に発達し

た砂堆の開口部(See Gate)の通水能力が山地流域からの流出洪水に対して不足して

いることである｡洪水浸水期間は1-3日である｡

省面積の80%が山地で占められ､フォーン川流域では3,000-3,40hLnの年間降雨量

である｡洪水期は大きく5月-6月と10月-11月の2期に分けられ､ 5月-6月は発

生する洪水が小規模のため堤防やポンプ排水によって対応しているがデルタ内農耕

地域では被害が発生している｡一方､ 10月-11月には大規模な洪水が発生して居住

地域に被害が及び社会経済面への影響が著しい｡このため､河口部での通水能力を改

善するため砂堆にSee Gateを3ケ所新たに追加して既存See Gate幅500皿を1,500皿

に拡幅する計画が現在進められている｡
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洪水制御を目的の1つに持つクーチャックダム建設計画も進行しているが､同ダムに

よる洪水制御効果を確認すべく資料の提出を要請している｡このダム建設に伴う移転

家屋数は約800軒と見積もられ､現在はその移転計画が作成中である｡

公表されている資料によれば､ 1999年11月-12月の洪水により冠水したクーチェン

フエ省の水田面積は約250haと小さい(義一1参照)｡しかし､この被害は破壊された

水田面積として報告されている｡現地踏査で確認した結果では､こうした破壊は洪水

に伴って河川がショートカットする場合に発生している｡クアンチ省と同様に11月

-12月の洪水発生時期は水稲の作付は殆ど行われていないため､生産量に対する影響

は少なかったものと想定される｡家畜への被害はクアンチ省以上に大きく､ 128,000

頭以上の大家畜の死亡が報告されている(義一1参照)｡

3.3 ダナン省

洪水氾濫常習地域は､ ･クデ川(Cude River)下流およびトウボン川(Thubon River)

下流のデルタ地域である｡この洪水氾濫常習地域は主として農業に利用されており､

ダナン省の稔人口67万人の内20万人(30%相当)が居住している｡ダナン市街地も

浸水被害に見舞われるが､これは都市排水施設の能力不足に起因しているとの説明で

あった｡

昨年11月の洪水では､デルタ地域で最大水深血を記録した湛水が1週間継続して､

交通機能が麻痔状態に陥った｡この洪水氾濫で37名の人命が失われている｡前記の

2省と同様山地涜域からの流出洪水に対してデルタ地域での通水能力不足が洪水氾

濫の主たる原因である｡加えて､クデ川下流域における洪水氾濫は､氾濫地域の下流

部に建設されている国道14号線およびこれに平行して走行する南北統一鉄道に設け

られた橋梁地点の通水能力不足も原因になっている｡

同省では､現在6時間先までの洪水予測をダナン水文･気象観測所が行なっていると

のことである｡しかし､雨量観測所が省全体で3ケ所に設置されているに過ぎないこ

と､および洪水氾濫予想地域図が整備されていないことも相侯って､避難活動は必ず

しも適切には実施されていない｡この洪水氾濫予想地域図の作成､さらに6時間以上

の洪水予測を可能にする予警報システムの機能改善･強化の必要性をDARDは十分の

認識していた｡

また､ I)ARDは国道14号線および南北統一鉄道橋梁地点の通水能力不足の解決を強く

望んでいる｡

1999年11月-12月の洪水による農地への被害は､水田625baの破壊が報告されてい

る｡家畜への被害はクアンチ省とほぼ同様で､約6,000頭の大家畜の死亡が報告され

ている｡しかし､ダナン市近郊の養鶏への被害は甚大で473,000羽の鶏の死亡が報告

されている(義一1参照)0
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3.4 クアンナム省

クアンナム省は､ 9,000kn2の集水面積を有するトウボン川(Thubon River)水系およ

びタムキー川(TaAky River)水系から構成される｡この内､タムキー川水系では､

1980年に洪水調節をそのE]的に含むフニンダム(流域面積800h2)が建設され､その

後は深刻な洪水問題に直面していない｡

同省の洪水氾濫常習地域は､トウボン川下洗および派川チュンザン. (Trung Giang

River)沿いのデルタ地域である｡毎年11月頃に洪水が発生し､いたるところで河岸

浸食を引き起こしている｡このため､重要な幹線道路が一部浸食の危機に晒されてい

る｡トウボン川を渡る南北統一鉄道の鉄橋の上流部に位置する河道湾曲部で昨年の洪

水によりショートカットが発生して左岸側橋脚部が浸食被害を受けた｡現在護岸補強

工事が実施されている｡また､旧日本人町として知られるホイアン市では､小規模の

ものまで含めて年間5-10回の洪水に見舞われており､現在護岸工事が進行している｡

洪水氾濫の原因は､河岸浸食によるデルタ地域内河遣および河口部での河床上昇に起

因する流出洪水に対する流下能力不足である｡洪水湛水期間は最大20日､また湛水

深は最大血と報告されている｡同省33万世帯の内その60%に相当する20万世帯が

湛水地域に分布している｡ 1999年の洪水以前には約2,000世帯のみが安全な地域に移

転するに留まった｡

洪水対策

4. 1 短期的対策としての非施設的な対策の必要性

モンスーン地域で台風の来襲が複雑に影響し合った気象･水文現象に起因して常習的

な洪水氾濫被害を受けている当該地域では､いずれの省にも共通してデルタ地域に氾

濫をもたらす地理的､気象･水文的な特徴を有している｡従い､ダム建設や護岸エに

代表される高コストの施設的な洪水対策は長期的には必要となるものの､短期的には

非施設的な対応が実際的かつ有効な洪水災害への対応であると思われる｡以下にそれ

を考察する｡

省の面積の70-80%を占める山地/丘陵部が多雨地域(年間雨量2,500皿-3,500皿)

であることに加え､年間雨量の大半が9月から11月の3ケ月間に集中することから

降雨強度が極めて高い｡例えば､昨年の洪水では､ 11月1日から6日にかけて中部地

p 域に過去100年間の蓑高値である600皿-900皿の豪雨が発生している｡さらに､台

風の来襲も重なることから複雑な気象･水文条件のもとで常習的に洪水が発生してい

る｡

この常習的な洪水に対して､既存の治水施設は､クアンナム省のフニンダム(多目的

ダム)を除けば､護岸工や堤防が一部の河川区間に建設されているのみである｡
㌔
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高降雨強度およびデルタ地域に至る急勾配山地河川という水文･河川特性から洪水到

達時間は短く､大きなピーク流量をもつ洪水(Flush Flood)の発生は避けられない｡

このFlusb Floodは一部の山間地域でも氾濫しながら一気にデルタ地域まで流下した

後､デルタ地域内で既存河道の浸食と氾濫を繰り返しながら南シナ海に到る｡この過

程で､湾曲部は著しく浸食され､ショートカットを形成することもある｡また､河岸

浸食の結果として下涜河適および河口部での河床上昇の問題にも直面している｡この

ように大洪水毎に河道は変化し､これは今後も繰り返されるものと予想されている｡

デルタ地域の土壌は主として砂質土で構成されることから､浸食作用に対して極めて

脆弱で容易に河道の形状が変化する｡このために､護岸工･堤防などを施しても大洪

水時には広範囲に渡って崩壊することが懸念される｡

従い､短期的には､非施設的な対応として｢洪水と共に生きる｣ことを基本とし､人

命救助を最優先に考えることが重要であろう｡このためには､洪水時に事前に住民を

安全な場所に避難させるべく､精度の高い洪水予測とタイムリーな避難指導が不可欠

である｡しかし､今回訪問した地域で運用されている既存の洪水予警報システムはそ

の立ち遅れから以下の間蓮を抱えており､適切な水文情報と洪水予報を住民や関係機

関に迅速に提供するには至っていない｡

a)手動による雨量･水位などの水文観測のため豪雨時の洪水予測に必要な観測頻度

には限界がある｡

b)水文情報の伝達には郵便局の電話が使用されているため迅速性が低い｡

c)多くの水文･雨量観測所では暴風雨時には電話などの通信施設が被害を受け不通

になり易く大洪水時に水文情報が収集されない｡

d)手動水文観測および電話方式の情報伝達に起因する様々な制約から情報処種や

解析作業のオンライン化が困難であり､作業の遅延と人為的ミスの発生にもつな

がっている｡

実際､昨年の洪水では水文情報の収集が著しく遅れ､また一部の地域からは通信不能

のため情報が届かなかったことから､避難に十分な時間が確保されず適切な避難活動

に支障が生じた｡

したがって､精度の高いタイムリーな洪水予報が不可欠である｡このためには､水文

情報の収集と洪水予報の迅速性と信頼性を向上させる現地条件に適した洪水予警報

システムの導入が重要であり､最優先すべき人命救助の観点から洪水予警報･避難体

制の強化が求められている｡

既存の洪水予警報システムが抱える問題を解消し近代化を図るために､次の項目が改

善目標となるであろう｡

a)当該地域の電気･通信事情を勘案しつつ雨量･水文観測を極力自動化して観測精

度･頻度および迅速性を高める｡

-5
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b)テレメータおよびコンピュータネットワークシステムを構築して､リアルタイム

な水文情報の収集と処理/予報時間の短縮を実現し水防/避難活動への時間を確

保する｡

c)専用無線通信回線の構築も選択肢に含め､通信不能を回避して確実に水文情報を

収集するとともに､予報を伝達する｡ I

d)洪水予報の信頼性を向上させるべく､予測誤差の自動制御手法を用いた水文･水

理学的洪水予測モデルを整備する｡

さらに､上記の洪水予警報システムの近代化と合わせて､住民参加による避難活動の

ための組織づくりと避難活動に必要な施設･資機材の整備(例えば､ 2階建て家屋の

建設,学校などの共同避難場所の確保､モーターボート､警報装置の整備､緊急時食

料･衣料･医療機器･薬品等の確保など)からなる避難休制の強化､さらには災害時

の救援活動体制の強化が洪水災害対策としてより高い効果を実現するために不可欠

である｡

4.2 農業面から見た短期的､長期的な洪水対策

農業について見れば､域内の低地洪水常習地域は､主要作物である水稲の主な栽培地

域であるものの､そこでの水稲栽培暦は､下図に示すとおり9月から11月にかけて

発生する主要洪水期を避けたものとなっており､毎年発生する洪水は農家経営におい

て折り込み済みであるといえる｡

洪水常習地域の水稲栽培暦

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水稲冬/春作
Iヨ-

■ー

TraJISp ant.

ーー,

Harves

水稲夏/秋作
■ウ
ーー

T柑皿Sp

■ヨ

E)

aJ)t.

ー■

A

■;i■

Vest.

(Climate) DrySeason

一<--
Early

此
Flood

mh

くト-

Major …∴Flood柑■仙
出典:各省l)epartnezLt Of Agriculture a,nd Aura,l Developサentからの聞き取り結果

従い､低地洪水常習地域の水稲作を中心とする農業は洪永と共にあるといっても過言

ではなく､事実､今回調査では対象4省の洪水被害地において可能な限り広範囲の踏

査を行ったが､先の洪水が過去100年での最高値といわれる集中豪雨によるものとは

思えない程､水田には青々と稲が植え付けられていた｡また､各省の農業関係機関で

の聞き取りにおいても､洪水に伴う潅概施設等の被害復旧や農地の浸食防止策等の対
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策が重要である旨説明を受けたが､水田農地の洪水防御策についての説明はなかった｡

この理由としては､毎年繰り返される洪水による水田の土壌肥沃効果が高いこと､さ

らには､水田農地の洪水防御策が費用対効果の面でベイしないものであることによる

ものであると考えられる｡

以上の理解に基づく農業部門の洪水対策は､先に述べたとおり短期的には｢洪水と共

に生きる｣方向で考える必要があるものと思われる｡即ち､タイムリーな避難命令を

可能にする洪水予警報システムの近代化と避難･ ■救援活動体制の強化を行うことによ

り､地域住民だけではなく､彼らの財産であり先の洪水でも多くの被害が出た家畜の

避難をも可能にするものである｡こうした短期的対策が地域住民を洪水災害の不安か

ら開放して､持続的な生活水準の向上･民心の安定につながることになる｡

加えて､農業が洪水被害地の主要な経済部門のひとつであることを考慮すれば､洪水

を受け入れながらその生産性を可能な限り向上させ農家収入の増大を図ることも､農

民自身による安全な家屋建設､避難場所や通信の確保といった面から､間接的にでは

あるが､重要な洪水対策のひとつになるものと考えられる｡こうした対策は､現行の

農業試験研究､農業普及､農村金融等の農業支援サービスをさらに強化することによ

り遠戚されるべきであると思料される｡

一方､治水その他を目的としたダムの建設にも留意する必要がある｡現在タ-チェン

フエ省で計画中のタ-チャックダムは､洪水調節､潅親水供給等の機能を持った多目

的ダム建設計画である｡本ダム建設だけでは､大きな洪水調節機能は期待できないと

されているが､他のダム建設計画と併せた長期的計画の一つとして捉えればその重要

性は非常に高いものといえる｡前述の非施設的なアプローチが｢洪水と共に生きる｣

ことであるのに対し､ ｢洪水を押さえ込む｣アプローチも中･長期的には必要なもの

であろう｡
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添付資料- 1

プロジェクト･ファインデイング詞査(基礎粛査)

ベトナム中部地域農地洪水災書対策

調査行程表

日数 年月日 曜日
起点及び

経由地
交通機関

目的地､
滞在地

備考

1 2000年3月8日 水 東京 航空機 ハノイ
移動(東京一ハノイ)ⅣE909及びCX791
(香港経由)

2 2000年3月9日 木 ハノイ EOJ､JⅠCA事務所､NARD表敬

3 2000年3月10日 金 ハノイ 航空機 ダナン
WI)打合せ後ダナンに移動(ハノイ-
ダナン)Ⅶ315

4 2000年3月11日 土 ダナン
市人民委員会表敬､資料収集､洪水被
災地､洪水対策事業視察

5 2000年3月12日 日 ダナン 巨=二三 フエ
ダナン市､洪水被災地､洪水対策事業
視察､フエに移動

6 2000年3月13日 月 -='二≡ フエ

ツアティアン-フエ省人民委員会表

敬､資料収集､洪水被災地､洪水対策

事業視察

7 2000年3月14日 火 三=-=; フエ
ツアティアン-フエ省洪水被災地､洪
水対策事業視察

8 2000年3月15日 水 フエ
_==こテ:

ダナン
ダナンに移動､クアンナム省人民政府

表敬､資料収集

9 2000年3月16日 木 ダナン 車輪 ホイアン
クアンナム省洪水被災地､洪水対策事
業視察

EE] 2000年3月17日 金 ホイアン 辛 クアンチ クアンチ省人民政府表敬､資料収集

ll 2000年3月18日 土 クアンチ 三こ■｣=… ダナン
クアンチ省洪水被災地､洪水対策事業
視察､ダナンに移動

12 2000年3月19日 日 ダナン 航空機 ハノイ
ハノイに移動(ダナン-ハノイ)
V甘310､MARI)と打ち合わせ

13 2000年3月20日 月 ハノイ EOJ､JⅠCA事務所ヘ報告

14 2000年3月21日 火 ハノイ 航空機 東京
帰国(ハノイ一束京)CX794及びNH910
(香港経由)



添付資料. 2

面会者り.スト

1. MINISTRY OF AGRICULTURE AND RURAL DEVELOPMENT

Hr. LE VAN Hoe

Dr. TO TRUNG NGHIA

Eng. TRAP VAN NAT

Eng. DANG NGOC VINH

Mr. NGUYEN TY NIEN

Mr. NGUYEN NGOC DONS

Eng. PHAN粁Ⅳ HAI

Deputy Director, Institute of Water Resources PlaJming

Acting I)irector, Institute of Water Resources PlaJming

Chief of PlaJning Division for Northern Central Region,

Institute of Water Resource Planning

Chief of Planning Division for Centraland Central Highland,
Institute of Water Resources Planning

I)irector, Dept. of Dykeぬnage皿entand Flood Control

National Project Director, Disaster地皿age皿ent Unit (UNDP)

Director General, Hydraulic Engineering Consultants

Corporation Ⅳo. 1

Hr. NCO HINH HUAN Deputy Director General, Hydraulic Engineering Consultants

Corporation Ⅳo. 1

Hr. KⅦ岨GAI TORT JICA Expert, International Coopera.tion I)epart皿ent

2. DANANG CITY

Eng. HUYNH VAN THANG Chief, Department Of Water Manage皿entand Flood Control 良

StorⅡ Preparedness, Danang City - Duty Office of Flood Control

& Storn Preparedness, DaJlang City

Mr. TRAP DINH QUYNH I)eputy Chief, I)epart皿ent Of Water ManageDentand Flood Control

& Stor皿Preparedness, I)anang City - Duty Office of Flood

Control a Storm Preparedness, Danang City

3. `｢HUA THIEN一日LIE PROV川CE

I)r. HO NGOC PHU Director, Hanage皿ent Board of Huong River Projects

Eng. HA Hoe KANH Bureau Chief of I廿draulics, I)epart皿ent Of Agriculture and

Rural I)evelopnent

4. CENTER FOR APPLIED HYDROLOGY AND ENVIRONMENTAL ENGINEERING

Dr. NCO DINH TUAN Director

5. HANOI WATER RESOURCES UNIVERSITY

Mr. LE DINH THANH Deputy Head of Hydrologicaland Enviro皿ental Department



6. 在ヴイエトナム日本大使館

宮崎 祥一 氏
一等書記官

7. ｣ICAヴイエトナム事務所

地曳 隆紀 氏 所長

福永 敬 Aid Coordinator

8. 国際協力銀行ハノイ事務所

広田 幸紀 氏 首席駐在員

下川 貴生 氏 駐在貞
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資料収集リスト

l, Statistical Yearbook, 1998. General Statistical Office

2. Statistical Yearbook, 1998, Quang Tri Statistical Office

3. Statistical Yearbook. 1998. Thua Thien Hue Statistical Office

4. Statistical Yearbook, 1998, DaNan9 Statistical Office

5. Strategic Partnership for an Integrated Natural Disaster Mitigation

Pol icy for Central Vietnam (Draft) , Disaster ManagerrH2nt Center, Mi nistry

of Agricul ture and Rural Devel oprrK!nt/RoyalNetherlands Embassy/ United

Natjons Development PrograrTrTK). January 2000

6. Vjetnum: F一oods, February 2000, Internatjonal Fede｢atjon of Red Cross

& Red Crescent Societies

7. Report on Floods in 1999, Natural Disaster Mitigation Measures,

Department of Agrjculture and Rural Development
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現地写真集



プロジェクト・ファインデインク調査（基礎調査）

ベトナム中部地域農地洪水災害対策

ダナン市郊外の小学校。1999年11月洪水の最大水深を示す。

ダナン市郊外の水国（水稲冬作）。水田への被害の痕跡は殆ど認められない。



プロジェクト・ファインデイング調査（基礎調査）

ぺトナム中部地域農地洪水災害対策

ダナン市郊外。道路には洪水によって運ばれた砂がまだ堆積している。

ダナン市郊外。グデ川上流部では流速が早かったためこうした被害も多い。

2之



プロジェクト・ファインデイング調査（基礎調査）・
ベトナム中部地域農地洪水災害対策

クアンナム省トゥボン川洪水によるショートカット発生状況。

同上

3
J



プロジェクト・ファインディング綱査（基礎調査）
ぺトナム中部地域農地洪水災害対策

クアンチ省タッカン川下流部の潅漑用ボンプ場。

タアンチ省タッカン川下流部の既存用排水路の樋門。．

4・r・≡′



プロジェクト・ファインディング調査（基礎調査）
ぺトナム中部地域農地洪水災害対策

クアンナム省トゥボン川の河岸侵食状況。

クアンチム省トゥボン川下流部のポンプ場。

5
「
．



プロジェクト・ファインディング調査（基礎調査）

ベトナム中部地域農地洪水災害対策

クアンチ省タアンチ市の市場風景。洪水4ケ月後であったが豊富な農産物が販売されていた。

同上

6
n
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調査員名並びに経歴

調査員名

石塚 異

経 歴

昭和24年7月18日生

昭和47年3月 玉川大学農学部農学科卒業

昭和48年2月-49年4月

(社)国際農友会派米研修生

昭和49年10月-52年4月

国際協力事業団青年海外協力隊

昭和52年7月-55年6月

野田食菌工業(秩)開発部

昭和55年7月 日本工営株式会社入社

現在に至る
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